
特集  「質保証」から「質向上」へ

コア・コンピテンシー：「立命：命（めい）を立てる」自分自身が何者であるかを知るために、学び続けること  

立ち直る力
自発性
チームワーク
自己効力感
理解力
マルチタスキング
共感力
変革力

（Resilience）
（Initiative）
（Teamwork）
（Self-efficacy）
（Understanding）
（Multitasking）
（Empathy）
（Innovation）

困ったことや失敗したことから学び立ち直る
他の人に言われなくとも、自分で自分の目標を立てて取り組む
目的を達成するために他の人と協力する
自分の能力を信じ、自分ならできると感じている
論理的に物事をとらえ、考えることができる
順番ややり方を工夫して複数の課題をうまく進める
他の人の気持ちを想像して、その人に寄り添う
新しい考え方で、物事に変化を生み出す
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＊複線径路等至性アプローチ。時間経過とともに変化する人間の発達や人生の過程を、質的に探究するための研究方法。

コンピテンシー・フレームワーク策定ワーキング（全21回）取り組みの流れ
2023年度 2024年度 2025年度～2022年度

取材・文／本間学　撮影／根津菜美

　急
激
に
少
子
化
が
進
み
、
大
学
は
苦

し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
し

て
小
学
校
は
、
よ
り
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
立
命
館
学
園
は
小
学

校
か
ら
大
学
院
ま
で
を
擁
す
る
大
き
な

組
織
で
す
が
、
持
続
的
な
発
展
の
た
め

に
は
、
学
園
全
体
と
し
て
の
特
色
を
出

す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
各
学
校
現
場

で
特
長
あ
る
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
る

一
方
、
そ
の
成
果
や
特
色
に
つ
い
て
、

学
校
種
を
超
え
て
語
る
た
め
の
共
通
言

語
が
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

学
園
の
全
教
職
員
が
「
ど
の
よ
う
な
力

を
育
も
う
と
し
て
い
る
の
か
」を
考
え
、

そ
の
質
を
示
す
た
め
の
言
語
と
し
て
、

「
立
命
館
学
園
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を

策
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　ま
ず
、
2
0
2
2
年
度
に
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
策
定
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン

グ
を
設
置
。
学
内
外
か
ら
情
報
を
集
め

る
と
と
も
に
、
質
的
調
査
と
し
て
児
童
・

生
徒
・
学
生
か
ら
、
自
身
の
成
長
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
収
集
、
語
ら
れ
た

要
素
を
整
理
・
構
造
化
し
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
基
に
、
翌
年
度
に
コ
ア
・
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
「
立
命
：
命
（
め
い
）
を

立
て
る
」
と
、
そ
れ
に
ひ
も
づ
く
8
つ

の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
策
定
し
ま
し
た
。

　た
だ
し
、
こ
れ
が
学
園
内
の
現
場
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
と
乖
離
が
あ
っ

て
は
活
用
さ
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
目
標
と
対
応
し
て
い
る
か
を
確

認
。
定
量
的
な
面
か
ら
も
妥
当
性
を
検

証
す
る
た
め
に
、
汎
用
的
能
力
を
測
る

外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
も
活
用
し

た
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。
分
析
結
果

か
ら
、各
学
校
の
教
育
目
標
と
合
致
し
、

発
達
段
階
ご
と
の
成
長
や
学
校
ご
と
の

特
色
も
可
視
化
で
き
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
具
体
的
な
教
育

施
策
へ
の
活
用
を
目
指
し
、、
学
園
内

で
の
周
知
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

学
園
の
構
成
員
が
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
、
学
校
種
の

垣
根
を
超
え
た
教
職
員
サ
ミ
ッ
ト
を
定

期
的
に
開
催
し
、
学
園
全
体
の
教
育
の

質
向
上
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

　こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
今
後
、

学
習
者
に
と
っ
て
「
授
業
の
中
で
立
ち

直
る
力
が
伸
び
た
」「
課
外
活
動
で
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
身
に
つ
い
た
」
と
い
っ
た

よ
う
に
、
自
己
省
察
の
入
り
口
と
な
る

よ
う
設
計
し
て
い
ま
す
。
な
お
、児
童
・

生
徒
・
学
生
の
評
価
に
は
用
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
レ
ー

ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
正
八
角
形
に
す
る
こ

と
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
学
習
者
の

個
性
あ
る
成
長
が
可
視
化
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
る
自
己
省
察
に
よ
っ
て
、
学
習
者

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
新
た
な
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
中
で
す
。
こ
れ
は
、

学
習
者
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
す
る

定
量
デ
ー
タ
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
蓄
積
す

る
も
の
で
、
将
来
的
に
は
研
究
室
選
び

や
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　学
園
の
各
校
が
建
学
の
精
神
や
教
学

理
念
の
下
、
自
然
に
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
学
風
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
醸
成

さ
れ
る
人
間
性
を
表
現
し
た
の
が
本
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
で
す
。
い
ま
だ
に
偏
差

値
が
進
学
先
を
選
ぶ
際
の
主
な
基
準
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
は
、
偏
差
値
だ
け
で
は
測
れ
な
い

新
し
い
学
力
観
を
示
す
も
の
。
こ
れ
を

通
し
て
教
育
の
質
を
社
会
に
示
し
、「
立

命
館
で
成
長
し
た
い
」
と
い
う
学
習
者

か
ら
選
ば
れ
続
け
る
学
園
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

なかもとだい●1994年大阪大学大学院文学研究
科国文学専修博士後期課程単位取得退学。1995
年大阪大学文学部助手。1998年立命館大学文学
部助教授、2008年同教授。2021年立命館大学教
学部長、2025年より現職。

中本 大
副学長

立
命
館
と
し
て
の
学
風
と

教
育
の
質
を
示
し
て
い
く

自
己
省
察
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
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　コンピテンシーの策定は、一貫教育部と教学部のメンバーが中心となった
ワーキンググループに、各学校の教職員が参加して進められた。まず着手し
たのは、小・中・高・大・院における人材育成目標に関わるあらゆる文言を全
てスプレッドシートに書き出すこと。これをベースに議論を進め、学園として大
切にしている部分を整理・統合した。２年間をかけて策定したコンピテンシー
の信頼性・妥当性を検証するため、大規模調査も実施。外部アセスメント＊1

を活用した調査では、学年が上がるにつれて振り返りの機会がコンピテンシー
の成長に大きく影響していくことが確認された。
ワーキングメンバーの西浦明倫氏は、「特に大学における探究的な学びで

は、『附属校出身の学生は、問いを自分事として捉える姿勢が自然に備わっ
ている』と言われることが多い。今回のコンピテンシーの分析によって、その
要因が明らかになる可能性がある。この分析結果は、立命館学園として今後
力を注ぐべき教育の方向性を示すだけでなく、各学校が有する特色をさらに
鮮明にするだろう」と期待する。

全ての学校種の教職員が連携し、
学園全体としてめざすべき教育を見つめ直す

＊1 GPS-Academic。汎用的能力である「問題を解決する力」を可視化する、ベネッセ i-キャリアが提供するアセスメント。

キャンパス／京都府京都市、大阪府茨木市、滋賀県草津市　学生数／38,318人　建学の精神／自由と清新　
学部／法、産業社会、国際関係、文、デザイン・アート（2026年4月設置構想中）、経営、政策科学、総合心理、グローバル教養、
映像、情報理工、経済、スポーツ健康科学、食マネジメント、理工、生命科学、薬
大学院／法学、社会学、国際関係、文学、デザイン・アート学（2026年4月設置構想中）、経済学、スポーツ健康科学、理工学、生命科
学、薬学、食マネジメント、経営学、政策科学、人間科学、映像、情報理工学、言語教育情報、先端総合学術、テクノロジー・マネジメント
THE世界大学ランキング2025／1501＋位、同日本大学ランキング2025／28位、同インパクトランキング2025／201-300位
経営／学校法人立命館　他の設置校／立命館アジア太平洋大学、立命館中学校・高等学校、立命館宇治中学校・高等学校、
立命館慶祥中学校・高等学校、立命館守山中学校・高等学校、立命館小学校

学習者の成長を促すため、学園共通のコンピテンシー・フレームワークを策定した
立命館大学。この取り組みの狙いと目的について副学長に聞く。

立命館大学

学習者の成長を語る共通言語として
学園全体のコンピテンシーを策定

CASE
 STUDY

注目！

立命館学園の2大学、4高等学校、4中学
校、1小学校の教育目標等を全て抽出した
リストの一部。赤文字で記されているのは今
回策定したコンピテンシーに関わる箇所。

●ワーキング：4回
●学習会・セミナー：2回
●情報収集（学内）：3校、教授1名
●情報収集（学外）：1企業、1団体、有識者2名

●ワーキング：9回
●情報収集（学内）：2校、1組織
●情報収集（学外）：10校
●質的調査の実施
・TEA＊：在学生・卒業生9名
　・エスノグラフィ：学部生5名・大学院生1名
●プレ量的調査の実施：3校・273名

コンピテンシー・フレームワーク信頼性・妥当性検証
●ワーキング：8回
●質的調査
　・TEA＊：第83回日本教育学会発表：1回 ・エスノグラフィ：学部生2名・大学院生5名
●量的調査
　・各附属校・立命館アジア太平洋大学との懇談会：7回
　・大規模量的調査の実施：13校、学園コンピテンシー調査：6,505名／GPS-Academic：2,811名
　・ Rサミット（分析結果報告会・懇談会）の実施
●概念の可視化
　・TEA＊およびエスノグラフィに基づくコンピテンシー・フレームワークの概念図制作：2点
●立命館学園創発人材育成イニシアティブ（RETDI）プロジェクト
　・ワーキング：7回
　・ Mars（R-AI：RETDIアプリ）に関する懇談会：6回
　 （学生：1回、学生部：2回 、キャリアセンター：2回、APU：1回）
●「探究コンダクター」の試行活動
　・立命館守山高等学校：21回 ・立命館大学 教養科目：16回
●情報収集（学外）：2校、1団体

コンピテンシー・フレームワーク原案策定

コンピテンシー・フレームワーク策定

学年が上がるにつれて「自分の行動の分析や振り返り」の回答割合が高かった

最も身に付いた
コンピテンシーが身に
付いたと思えたきっかけ

大学4回生

大学3回生

大学2回生

大学1回生

高校3年生

高校2年生

高校1年生

中学3年生

中学2年生

中学1年生

小学6年生

小学5年生

小学4年生

自分の行動の
分析や振り返り

他の人（友人や家族、先生など）
からの声かけやアドバイス

他の人（友人や家族、先生など）
との関係性の変化

目標やゴールの
達成・未達成

このアンケートに
回答している中で
気づいた 

その他の
きっかけ
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